
街路空間活用のまちへの影響
-地方都市の実践-

小山市 淺見知秀

⼩⼭（おやま）市の位置
【人口】 約 167,000人

⼩⼭のまちなかの公共空間
清流「思川」、そこまでの経路「祇園城通り」、沿道にある「御殿広場、」
「城山公園」を有効活用し、まちなかの再生に取り組んでいる。
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⼩⼭市役所

祗園城通り
小山駅西口から御殿広場・思川を結ぶ小山のシンボルロード。無電柱
化、歩道の美装化整備が行われている。
現在、歩道をテラス化する社会実験を3年間継続中。

参加店舗 13店舗

沿道店舗
・ 銀行、証券会社、不動産屋
・ 居酒屋（夜営業のみ）
・ お茶屋、畳屋、米屋、酒屋（老舗）
人を呼び込む、気軽に立ち寄れる目的地がない

イベントの時は⼈が集まる 平⽇は⼈通りが少ない

祗園城通り（実験開始前）
年に数回行われるイベント時は人で賑わうが、沿道に飲食店や物販店
が少なく、普段の人通りは少ない(平日の歩行者通行量は約2,500人）

祗園城通り（オープンテラス）
１ヶ月間、昼間時間帯に歩道空間にオープンテラス実施可能とする社会
実験を５店舗で実施。テラスを呼び水に飲食店等の出店促進を目指す。

祗園城通り（オープンテラス）
常設を目指して、参加店舗を２店舗追加、時間帯も夜間に延長し、歩道
空間のオープンテラス化社会実験を実施。

祗園城通り（オープンテラス） コロナ対策：道路占用緩和



祗園城通り（オープンテラスが呼⽔となりイベント開催） ＃テラスオヤマ 3年間の歩み
実施期間 日数 店舗数

第1回 2019.3.30～4.21 23日 5 昼時間帯（9-17時）

第2回 2019.6.7～6.9 3日 6 イベントに合わせて

第3回 2019.7.23～9.24 64日 8 夜時間帯（9-24時）

第4回 2020.3. 30～6.30 93日 8 常設に向けて

第5回 2020.7.17～11.30
2020.12.23～
2021.3.31

137日
99日

10 コロナ対策：
パラソル追加

第6回 2021.4.1～
2022.3.31

365日 13 宣伝用カード導入 参加店舗 13店舗
うち 5店舗が新規出店(移転含む)
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祗園城通り
小山駅西口から御殿広場・思川を結ぶ小山のシンボルロード。無電柱
化、歩道の美装化整備が行われている。
現在、歩道をテラス化する社会実験を3年間継続中。

⼩⼭のまちなかの公共空間周辺の変化
清流「思川」、そこまでの経路「祇園城通り」、沿道にある「御殿広場、」
「城山公園」を有効活用し、まちなかの再生に取り組んでいる。
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マルシェ

御殿広場ピクニックマルシェ ⼩⼭のまちなかの公共空間周辺の変化
歩道をテラス化する社会実験を累計602日実施中。
参加13店舗中、5店舗が新規出店。
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地元新聞



⼩⼭のまちなかの公共空間周辺の変化
地権者（組合）と市の共同で再開発を実施。人口増加、コミュニティ（お
祭り）復活。
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⼩⼭のまちなかの公共空間周辺の変化
地権者（組合）と市の共同で再開発を実施。人口増加、コミュニティ（お
祭り）復活。続く事業を計画中。
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計画中

⼩⼭のまちなかの公共空間周辺の変化
周辺の土地利用が活発化。空き地・空き店舗の活用プロジェクト、
老朽建物の建て替えプロジェクトが把握しているだけでも８つ。
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テラスオヤマの課題・悩み

・イスを出しただけでは誰も座らない

・関係機関の理解（庁内、県土木事務所、県警）

・店舗が参加したがらない（店舗でイスを出し入れ）

・安全対策（事故が起きたときにどうするか）

・庁内の体制づくり（出入りがある・人事異動）

SNS
シンポジウム



ソト利用は文化を作るようなもの。
まちの人が慣れるには時間がかかる。
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課題・悩み

・イスを出しただけでは誰も座らない

・関係機関の理解（庁内、県土木事務所、県警）

・店舗が参加したがらない（店舗でイスを出し入れ）

・安全対策（事故が起きたときにどうするか）

・庁内の体制づくり（出入りがある・人事異動）



祗園城通り
道路管理者：県土木事務所

交通管理者：栃木県警

※計画を固める前の柔らかい状態の時に事前相談をし、
課題を共有して許可権者の警察や道路管理者と対立
構造をつくらないようコミュニケーションを図っていく

課題・悩み

・イスを出しただけでは誰も座らない

・関係機関の理解（庁内、県土木事務所、県警）

・店舗が参加したがらない（店舗でイスを出し入れ）

・安全対策（事故が起きたときにどうするか）

・庁内の体制づくり（出入りがある・人事異動）

各店舗に担当が貼りつき、設置物・設置時間などを調整 ＃テラスオヤマ 3年間の歩み
実施期間 日数 店舗数

第1回 2019.3.30～4.21 23日 5 昼時間帯（9-17時）

第2回 2019.6.7～6.9 3日 6 イベントに合わせて

第3回 2019.7.23～9.24 64日 8 夜時間帯（9-24時）

第4回 2020.3. 30～6.30 93日 8 常設に向けて

第5回 2020.7.17～11.30
2020.12.23～
2021.3.31

137日
99日

10 コロナ対策：
パラソル追加

第6回 2021.4.1～
2022.3.31

365日 13 宣伝用カード導入

とは言え、市役所の担当者が感じる課題

・形骸化している運営組織
参加店舗と市で「＃テラスオヤマ実行委員会」を設立。実務
は、全部市がやっている。参加店舗調整とか地元でやったほ
うが話早いものもある。

・参加店舗の思い・意見が見えない
参加店舗の思いを把握するため、アンケートやヒアリングを
したい。やらされてる感、ではなく、地元も主体的に一緒に
盛り上げていかないと、せっかく頑張って実施してるのに実
施する意味がない。

・店舗との連絡体制が電話・訪問のみ
参加店舗に一斉連絡できる体制がない。電話や店舗訪問しか
ない。参加申込のときにはメールかSNS必須にしたい。

課題・悩み

・イスを出しただけでは誰も座らない

・関係機関の理解（庁内、県土木事務所、県警）

・店舗が参加したがらない（店舗でイスを出し入れ）

・安全対策（事故が起きたときにどうするか）

・庁内の体制づくり（出入りがある・人事異動）

安全対策
・ガイドライン・設置基準の作成
（県土木事務所・県警に意見を聞きながら作成）

・各店舗への説明、緊急連絡網の整備

・開始当初は、朝昼晩で市役所職員が点検

・賠償責任保険（数千円）への加入

それでも、道路管理者、交通管理者
は事故が心配

2019年開始以降、
一度も事故は起きていないが



課題・悩み

・イスを出しただけでは誰も座らない

・関係機関の理解（庁内、県土木事務所、県警）

・店舗が参加したがらない（店舗でイスを出し入れ）

・安全対策（事故が起きたときにどうするか）

・庁内の体制づくり（出入りがある・人事異動）

庁内の体制づくり
・庁内横断型のチーム制度
（県からの派遣要請に応えるというカタチ）

・時間外手当てを都市整備部で予算計上

・３年間かけて段々と専属部署をつくる

・モデル都市に選ばれて内外にアピール
小山市は、地方創生推進交付金を活用

振り返って①
○個⼈的に感じるテラスの効果
・緩い交流・待ち合わせの場所になっている

・通りのシンボルになっている、パラソルで効果増
実験が終わると寂しい、通りの一体感を醸成

・通りの店主たちが主体的になってきてる
イベントへの協力、開店時間以外の設置管理
飲食店以外（ガラス屋）がテラス設置

・子連れ、ベビーカーに優しい
小山のお店は段差が多いので、店内に入らなくて済む
子どもが泣いても外だと気にならない

振り返って②
○当初の狙いは達成されたのか
テラスを呼び水に飲食店等の出店促進
→参加店舗のうち５店舗が実験開始後の新規出店

○座る⼈は増えたのか
いずれの実験もだんだん、週を重ねるごとに増える
土曜日、ランチタイム、ディナータイム利用が多い
店舗利用が９割、休憩等が１割

振り返って②
○歩⾏者は増えたのか

最終⽬標
人々の都市の中の居場所になるために

○そこに行けば誰かがいる（交流）

○居心地がよく座って寛げる（癒し）

○安心して歩ける、子供を遊ばせられる（安全安心）

○いつも何かがある、やってる期待感（シンボル）

○祇園城通りに出店したい（ステータス）

祇園城通りは、ホコミチ適用を目指しています!


